
No 要望事項 回答

1

　今回聞き取りをした範囲の病院では、どの患者・家族に
も一律に面会制限が敷かれている。たとえば、全国の大学
病院で実施しているように、「２週間以内に県外への移動
をした家族がいない」等の合理的な条件のもとに、面会の
機会や時間を拡大することも検討してもらいたい。

2

　夏以降、ワクチン接種が広まったが、今のところ、それ
による面会制限の見直しはなされていない。ワクチンを接
種した家族について、面会や時間を拡大することを検討し
てもらいたい。

難病患者・家族への新型コロナワクチン接種等についての要望（１１月）

　医療機関の面会の取扱については、厚生労働省が「医療施設等 における 感染拡大防止のため留意点に
ついて （その２） 」 （令和２年 10 月 15日付 け事務連絡）により「感染経路の遮断という観点から、
感染の拡大状況等を踏まえ、必要な場合には一定の制限を設けることや、面会者に対して、体温を計測
してもらい、発熱が認められる場合には面会を断るといった対応を検討すること。また、面会のやり方
としてオンライン面会の実施等も考えられるので、検討すること。」とされており、この内容について
県から通知しています。
　県としても、各施設の工夫によりできる限り実現されることが望ましいと考えており、面会制限によ
りご家族の方にお会いできないことで難病患者が大変な孤独感・ご不便をお持ちであることは承知して
おりますが、難病患者等基礎疾患のある患者は重症化のリスクが高いとされているため、患者の治療に
責任を持つ医療機関は、病棟での感染拡大を防止し、医療機能を維持するため、個々の施設の要件によ
り面会制限を実施せざるをえない状況と考えます。
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　現在は、情報が乏しいまま,各病院・各施設に面会制限
の判断を委ねており、その内容は、病院や施設ごとにまち
まちとなっている。行政やマスコミに対する要望として、
より適切で合理的な面会機会の設定ができるように、他の
都道府県の事例も含めて、全国の病院・施設における面会
機会設定の現状について調べ、各病院・施設にも情報提供
して貰いたい。

　国においては「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」（令和３年11月19日新型コロナウ
イルス感染症対策本部決定）が決定されており、その中で面会については、「面会者からの感染を防ぐ
ことと、患者や利用者、家族の QOL とを考慮することとし、 具体的には、地域における発生状況等も
踏まえるとともに、患者や利用者、面会者等の体調やワクチン接種歴、検査結果等も考慮し、対面での
面会を含めた対応を検討すること」との方針が示されております。
　この方針により、ワクチン接種歴や検査結果等を考慮した医療施設 等における感染拡大防止に留意し
た面会の事例について厚生労働省より次の抜粋のとおり事務連絡が発出されており、県から医療機関に
対して周知しています。
　合わせて、医療機関に対して面会の確保について文書で依頼することとします。

（事務連絡抜粋）
２ 院内感染対策に留意した面会の事例について
　ワクチン接種歴や検査結果の確認や面会室のパーテーション の設置等により面会 や付き添い を実施
している医療機関の事例を 、厚生労働科学研究「新型コロナウイルス感染症に対する院内および施設内
感染対策の確立に向けた研究 」（研究代表者 東北医科薬大学 賀来満夫） において収集し、研究班 HP
（※１）にて別添の資料を公開しているので、参考とされたい。
（※１）院内感染対策に留意した面会の事例http://www.tohoku-icnet.ac/covid-19/mhlw-
wg/division/medical_institution.html
（本 HP においては、別添の資料以外にも院内感染対策に関する各種情報を適宜提供 、更新 してい
る。）
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　病院にて面会機会が増やせない理由のひとつに、面会希
望者に対する検温や受付といった、医療処置以外の病院業
務が増加してしまうことがある。この点については、喫緊
の必要がある新型コロナ対策費として、そうした業務に当
たるスタッフ雇用等のための予算を、病院や施設に配分し
てもらいたい。その予算は、リモート面会を実施し運用す
るスタッフ雇用にも充てられるようにしてもらいたい。

　医療機関では病棟での感染拡大防止を重視していることから、人員配置等についても医療機能を維持
するための対応が優先されていると考えられます。
　ご提案いただいている内容については、医療機関からの要望もないことから現時点で予算化は予定し
ておりませんが、今後の療養環境の改善のためのご意見として承ります。
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　人工呼吸器を着けたALS患者の介護をするためには、訪
問介護職（ヘルパーの方）には喀痰吸引等研修を受け、資
格を取得してもらう必要がある。ふだんより、この研修を
受け資格を取得した訪問介護職数が不足していることは大
きな問題となってきているが、昨年は新型コロナの影響で
研修会が開かれず、資格を持つ人の数が増えない状況が続
いている。このことはとくに、在宅療養を希望するALS患
者にとって死活問題である。代替のしかたで研修会を開催
するなど、早急に対策をお願いしたい。

 　県が実施している喀痰吸引等研修は、令和２年度は実施しており、令和３年度においても予定どおり
実施しております。
　引き続き、コロナ禍の状況を見ながら研修を必要とされる方が受講できる様に努めて参ります。

　島根県介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修（特定の者対象）
　・基本研修（講義・演習・筆記試験）　※県が委託により実施
　　　Ｒ２年度修了者　１４名
　　　Ｒ３年度修了者　１９名
　・実地研修
　　　基本研修終了後、各事業所（登録研修機関）において随時実施
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　新型コロナワクチンについて、今回取材した範囲では、
ALS患者本人は基礎疾患を有する人の枠で順調に接種を受
けることができている。家族の側では、高齢者の枠や職域
接種の枠でワクチン接種の枠でワクチン接種を済ませた人
が多かったが、なかには一般応募の枠で順番が回ってこな
いまま、ALS患者と同居しているにもかかわらず、2021年
10月現在になってもまだ接種ができていない方もいた。
これから実施が予想される三度目の接種についても、ALS
患者と同居している人については、優先的に接種できるよ
うに手配してもらいたい。

　初回の接種にあたっては、基礎疾患のある方の接種について優先接種の仕組みがあり、同居の家族に
ついても同様に接種することが可能となるように市町村に依頼したところです。
追加接種については、対象者に応じて初回接種の完了から６～7か月以上の間隔をおいて接種するとす

ることとしており、初回接種時における高齢者や基礎疾患を有する者等の接種順位のような取扱いはあ
りません。
接種時期が近づいたら、お住まいの市町村から接種券が届きますので、予約して、接種を受けてくださ
い。
　接種を希望する方が、時期を逃さず速やかに接種できるよう、市町村等と連携しながら実施に努めて
まいります。
　なお、初回接種において優先接種の対象となり、早期に接種をされた方については、追加接種におい
ても、結果的に早期に接種の時期が到来することになります。
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現在は「収束するまでしばらくの我慢」というので国民
全体が耐えている時期であるが、症状の進行が進むALS患
者にとっては、「時間が過ぎる」ことの意味は特別に大き
い。新型コロナは確かに深刻な感染症であるが、ALSもや
はりまた深刻な疾患であって、同様の配慮が必要である。
県外移動の自粛といった行動制限にはやむおえない面があ
るのはたしかだが、ALS患者ののような難病患者とその家
族が現在置かれている境遇と心情について、それ以外の
人々にもまずは「理解」をしてもらいたい

　ＡＬＳが進行性の病気であることや、ＡＬＳ患者とご家族が会えないことによる境遇と心情につい
て、県民に対して県のホームページやあいサポート研修・難病フォーラム等の機会を通じて少しでも理
解が得られる様に啓発に努めて参ります。


